
地域参加のデザイン
～池田地区からはじめるまちづくりのみらい～



でも、どんなことから始めたらいいの？？

なぜ池田？

高校卒業までずっと池田在住。
取り柄のない池田が好きではなかった。

池田は可能性のある地区。
池田はもっとよくなる！

池田のために何かしたい！

大学で県外に
出て見方が
変わった！



見えてきた現状

• 人口（特に４０代）が急増している

• 新旧住民間・世代間の交流が少ない

• ごく近くの人としか交流がなく、横のつながり
が薄い

• 地域での居場所や集まる「場」が少ない

➡ 池田の課題は、
つながりの薄さ（地域ｺﾐｭﾆﾃｨの希薄化）



課題へのアプローチ

課題の原因➡ 対処方法 ➡ 結果 ➡ 今後
の展望

新旧住民間
・世代間交
流の接点が
ない

地域参加の
きっかけが
ない

参加のハードル
が低く、楽しい
『場』を提供する

『場』に参加してみる
ことで地域に目を向
けるきっかけになる

主体的に地域に
関わる人が
増える

課題解決のための選
択肢が増え、地域の
課題解決能力が高ま
る

いろいろな人
と関わること
ができるよう
になる

いままでつなが
りのなかった住
民同士の交流の
接点をつくる

➡池田版地域円卓会議開催



今後の活動の方向性
地
域
参
加
を
促
す

２
つ
の
方
法

ワークショップ

✖

アウトリーチ

橋渡し型ソー

シャルキャピ

タルの向上

つながりのある

楽しいまちへ！

地域のことは

地域で解決できる

まちへ！！



情報発信

• 活動そのものを理解してもらう

• 活動の楽しさを知ってもらう

信頼獲得

• メンバー個人、しろくまLaBOへ

の信頼獲得

組織力強化

• 活動メンバーの募集

• 情報交換、交流の場の拡大

今年の目標



今後１０年の計画
（しろくまサロン定期開催・資金調達）

3年後
まちづくりに関わ

る場と仕組みの

提供の確立

まちづくりの

楽しさを

知ってもらう

５年後
より多くの住民の

主体性を引き出す

地域のことに積極

的にかかわる住民

を増やす

10年後
地域のことは地域で

解決できるようにな

る

つながりのある楽

しいまちに

なる

しろくまサロン

参加者（延べ数）

１，０００
人

１，５００
人

３，０００
人

資金調達目標

300千円/年

500千円/年
↑

（初年度事業規模と
同程度と仮定）

↓
500千円/年



池田をこんなまちにしたい！！

・顔の見える地域、あいさつが交わせるまちに

・新旧住民間・世代間の交流のあるまちに

・みんなで地域活動を楽しめるまちに

・できることは自分たちで解決できるまちに

そして、池田に住みたい、帰って来たい、

住み続けたいと思えるまちへ



Facebookページ https://www.facebook.com/BELaBO

これまでの活動の様
子もアップしていま

す！
ぜひご覧ください！

運営メンバーと
当日サポートメ
ンバーを両方を
募集しています
！

しろくまLaBOアドレス→shirokumalabo@yahoo.co.jp


